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障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうの推進すいしんに関かんする広島県ひろしまけん監査か ん さ委員い い ん事務局じむきょく職員しょくいん対応たいおう要領ようりょう  第だい１ 目的もくてき この要領ようりょう（以下い か「対応たいおう要領ようりょう」という。）は，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうの推進すいしんに関かんする法律ほうりつ（平成へいせい２５年ねん法律ほうりつ第だい６５号ごう。以下い か 「法ほう」という。）第だい１０ 条じょう第だい１項こうの規定き て いに基もとづき，また，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうの推進すいしんに関かんする基本き ほ ん方針ほうしん（平成へいせい２７年ねん２月がつ２４日にち閣議か く ぎ決定けってい）に即そくして，法ほう第だい７条じょうに規定き て いする事項じ こ うに関かんし，職員しょくいんが適切てきせつに対応たいおうするために必要ひつような事項じ こ うを定さだめるものとする。  第だい２ 定義て い ぎ １ この対応たいおう要領ようりょうにおいて「職員しょくいん」とは，一般いっぱん職しょく，特別とくべつ職しょく及および臨時的りんじてき任用にんよう職員しょくいんの全すべてを含ふくむものとする。 ２ この対応たいおう要領ようりょうにおいて「障害者しょうがいしゃ」とは，身体しんたい障害しょうがい，知的ち て き障害しょうがい，精神せいしん障害しょうがい（発達はったつ障害しょうがいを含ふくむ。）その他た の心身しんしんの機能き の うの障害しょうがい（以下い か「障害しょうがい」という。）がある者ものであって，障害しょうがい及および社会的しゃかいてき障壁しょうへきにより継続的けいぞくてきに日常にちじょう生活せいかつ又または社会しゃかい生活せいかつに相当そうとうな制限せいげんを受う ける状態じょうたいにあるものをいう。  第だい３ 不当ふ と うな差別的さべつてき取扱とりあつかいの禁止き ん し 職員しょくいんは，法ほう第だい７条じょう第だい１項こうの規定き て いのとおり，その事務じ む 又または事業じぎょうを行おこなうに当あ たり，障害しょうがいを理由り ゆ うとして，障害者しょうがいしゃでない者ものと不当ふ と うな差別的さべつてき取扱とりあつかいをすることにより，障害者しょうがいしゃの権利け ん り利益り え きを侵害しんがいしてはならない。これに当あ たり，職員しょくいんは，第だい９に規定き て いする別紙べ っ し（以下い か 「別紙べ っ し」という。）に定さだめる留意りゅうい事項じ こ うに留意りゅういするものとする。 なお，別紙中べっしちゅう，「望のぞましい」と記載き さ いしている内容ないようは，それを実施じ っ ししない場合ば あ いであっても，直ただちに法ほうに反はんすると判断はんだんされるものではないが，障害者しょうがいしゃ基本法きほんほう（昭和しょうわ４５年ねん法律ほうりつ第だい８４号ごう）の基本的きほんてきな理念り ね ん及および法ほうの目的もくてきを踏ふ まえ，できるだけ取と り組く むことが望のぞまれることを意味い み する（第だい４において同おなじ。）。  第だい４ 合理的ごうりてき配慮はいりょの提供ていきょう 職員しょくいんは，法ほう第だい７ 条じょう第だい２項こうの規定き て いのとおり，その事務じ む 又または事業じぎょうを行おこなうに当あ たり，障害者しょうがいしゃから現げんに社会的しゃかいてき障壁しょうへきの除去じょきょを必要ひつようとしている旨むねの意思い し の表明ひょうめいがあった場合ば あ いにおいて，そ
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の実施じ っ しに 伴ともなう負担ふ た んが過重かじゅうでないときは，障害者しょうがいしゃの権利け ん り利益り え きを侵害しんがいすることとならないよう，当該とうがい障害者しょうがいしゃの性別せいべつ，年齢ねんれい及および障害しょうがいの状態じょうたいに応おうじて，社会的しゃかいてき障壁しょうへきの除去じょきょの実施じ っ しについて必要ひつようかつ合理的ごうりてきな配慮はいりょ（以下い か「合理的ごうりてき配慮はいりょ」という。）の提供ていきょうをしなければならない。これに当あ たり，職員しょくいんは，別紙べ っ しに定さだめる留意りゅうい事項じ こ うに留意りゅういするものとする。  第だい５ 管理か ん り・監督者かんとくしゃの責務せ き む １ 管理か ん り・監督者かんとくしゃは，第だい３及および第だい４の趣旨し ゅ しを踏ふ まえ，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうを推進すいしんするため，次つぎに掲かかげる事項じ こ うを実施じ っ ししなければならない。 （１） 日常にちじょうの執務し つ むを通つうじた指導し ど う等などにより，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうに関かんし，その管理か ん り・監督かんとくする職員しょくいんの注意ちゅういを喚かん起き し，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうに関かんする認識にんしきを深ふかめさせること。 （２） 障害者しょうがいしゃ等などから不当ふ と うな差別的さべつてき取扱とりあつかい，合理的ごうりてき配慮はいりょの不提供ふていきょうに対たいする相談そうだん，苦情くじょうの申もうし出で 等などがあった場合ば あ いは，迅速じんそくに 状 況じょうきょうを確認かくにんすること。 （３） 合理的ごうりてき配慮はいりょの必要性ひつようせいが確認かくにんされた場合ば あ い，管理か ん り・監督かんとくする職員しょくいんに対たいして，合理的ごうりてき配慮はいりょの提供ていきょうを適切てきせつに行おこなうよう指導し ど うすること。 ２ 管理か ん り・監督者かんとくしゃは，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つに関かんする問題もんだいが 生しょうじた場合ば あ いには，迅速じんそくかつ適切てきせつに対処たいしょしなければならない。  第だい６ 相談そうだん体制たいせいの整備せ い び １ 職員しょくいんによる障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つに関かんする障害者しょうがいしゃ及およびその家族か ぞ くその他た の関係者かんけいしゃからの相談そうだん等などに的確てきかくに対応たいおうするため，相談そうだん窓口まどぐちを健康けんこう福祉局ふくしきょく障害者しょうがいしゃ支援課し え ん かとする。 ２ １の相談そうだん窓口まどぐちに寄よ せられた相談そうだん等などは，相談者そうだんしゃの意向い こ うやプライバシーに配慮はいりょしつつ，関係者かんけいしゃ等などにおいて，情報じょうほう共有きょうゆうを図はかり，早期そ う きの解決かいけつに努つとめるものとする。 ３ １の相談そうだん窓口まどぐちに寄よ せられた相談そうだん等などのうち，必要ひつようと認みとめられる場合ば あ いは，速すみやかに監査か ん さ委員い い ん事務局じむきょく合同ごうどう総務課そ う む かに情報じょうほう提供ていきょうを 行おこなうものとする。  第だい７ 対応たいおう措置そ ち  相談そうだん窓口まどぐちから情報じょうほう提供ていきょうを受う けた監査か ん さ委員い い ん事務局じむきょく合同ごうどう総務課そ う む かにおいて，事実じ じ つ関係かんけいの調査ちょうさ及および確認かくにんの結果け っ か，職員しょくいんが障害者しょうがいしゃに対たいして不当ふ と うな差別的さべつてき取扱とりあつかいをした，又または，過度か ど な負担ふ た んがないにもかかわらず合理的ごうりてき配慮はいりょの提供ていきょうをしなかったと確認かくにんされた場合ば あ いは，事案じ あ んの内容ないようや
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程度て い どに応おうじ，懲戒ちょうかい処分しょぶん（免職めんしょく，停職ていしょく，減給げんきゅう又または戒告かいこく）を含ふくむ人事じ ん じ管理上かんりじょうの措置そ ち に付ふ されることがある。  第だい８ 研修けんしゅう・啓発けいはつ １ 障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうの推進すいしんを図はかるため，全すべての職員しょくいんを対象たいしょうとし，職位しょくいや業務ぎょうむに応おうじて必要ひつような研修けんしゅうに参加さ ん かさせるものとする。 ２ 特とくに，新あらたに職員しょくいんとなった者ものに対たいしては，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうに関かんする基本的きほんてきな事項じ こ うについて理解り か いさせるために，また，新あらたに管理か ん り・監督者かんとくしゃとなった職員しょくいんに対たいしては，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょう等などに関かんし求もとめられる役割やくわりについて理解り か いさせるために，それぞれ，必要ひつような研修けんしゅうに参加さ ん かさせるものとする。 ３ 職員しょくいんに対たいし，研修けんしゅう資料しりょう及および啓発けいはつ資料しりょうにより，障害しょうがいの特性とくせいや多様性たようせいを理解り か いさせ，障害者しょうがいしゃに適切てきせつに対応たいおうするよう，意識い し きの啓発けいはつを図はかるものとする。  第だい９ その他た  この要領ようりょうの施行し こ うに当あ たっての留意りゅうい事項じ こ うについては，障害しょうがいを理由り ゆ うとする差別さ べ つの解消かいしょうの推進すいしんに関かんする広島県ひろしまけん職員しょくいん対応たいおう要領ようりょう（平成へいせい２８年ねん４月がつ１日にち施行し こ う）別紙べ っ し（以下い か「県けん留意りゅうい事項じ こ う」という。）の例れいによる。この場合ば あ いにおいて，県けん留意りゅうい事項じ こ う第だい２並ならびに第だい４の１及および５ 中ちゅう「知事ち じ部局ぶきょく」とあるのは，「監査か ん さ委員い い ん事務局じむきょく」と読よみ替か えるものとする。   附ふ   則そく この対応たいおう要領ようりょうは，平成へいせい２８年ねん４月がつ１日にちから施行し こ うする。  


